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研究概要

本研究では、首都圏3環状道路の運用に多大な影響を与える貨物車の経路選択行動と物流施設の立地選択行動の相

互作用を考慮したシミュレーションモデルを開発する。定量的にネットワーク交通流を予測することで、貨物車の経

路誘導施策や交通需要の発生・集中施設となる物流施設の立地誘導施策を評価することを研究目的とする。

貨物車経路選択モデルの構築 首都圏3環状道路と周辺土地利用の関係分析

物流施設立地モデル

以下の式1からなる三次メッシュを選択肢とした多項

logitモデルを物流施設立地モデル適用した。また、効用

変数の一つとして、貨物車の経路選択モデルを実装した

シミュレーションモデルから得られる「渋滞を考慮した

所要時間」を物流施設立地モデルに適用した。

今後の展開

首都圏道路ネットワークの効率的運用方策の提案と

モニタリングシステムの構築
・首都圏道路交通分析ツールの開発の深度化

・政策シミュレーションの実施と効率的運用方策の提案

首都圏を対象としたシミュレーションモデル
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図2 物流施設立地ポテンシャルの推計結果

首都圏規模のネットワークで貨物車の経路の選択肢集合

を作成することは困難であるため、ベルマン方程式に従う

リンク効用に基づき出発地から到着地までのリンクを繰り

返し選択することを仮定するRecursive logitモデルを用

いて貨物車の経路選択行動を定式化する。

図1 Recursive logitモデルの概要

首都圏 3 環状道路の効率的な運用に関する研究開発

モデルの改良と現況再現性向上

・大型貨物車に作成した経路選択モデルを適用

・実データ注1とシミュレーションでの交通量の差が小

さくなるようにOD表を調整し現況再現性を向上

3環状道路整備によるケーススタディ

・3環状道路整備後のシミュレーションを実施

・物流施設立地による貨物車需要の変化を考慮

広域道路網交通流シミュレーションSOUNDをもとに、首
都圏ネットワーク交通流シミュレーションを作成した。

3環状整備による物流施設立地と貨物車交通需要への影響

作成したモデルを適用した結果、3環状道路整備により、

圏央道沿線などを中心にポテンシャルが上昇した地域が

確認されたが、全体的に大きな分布に大きな変化は見ら

れなかった。また、立地ポテンシャルと貨物発着台数の

関係式として以下の式2を採用した。
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式2 立地ポテンシャルと貨物車発着台数の関係式

式1 物流施設立地モデル

図3 Bゾーン単位の貨物車日発生交通量の増減主題図
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注1 富士通商用車プローブデータ


